
許認可事務の名称 根拠法令名 根拠条文 標準処理期間 担当課 審査基準・処分基準 参考条文１ 参考条文２ 参考条文３ 参考条文４

1 使用料金の減免 三朝町温泉配湯条例 第16条
請求書を受理
した日から１５
日以内

建設水
道課

(使用料金の減免)
第16条　町長は、特別な理由が
あると認めるときは、使用料金
を減免することができる。

2
町営住宅の入居者
の決定

三朝町営住宅の設置及
び管理に関する条例

第8条第2項
請求書を受理
した日から３０
日以内

建設水
道課

町営住宅の入居者
の決定は、三朝町営
住宅の設置及び管理
に関する条例第9条
の規定による。

(入居の申込み及び決定)
第8条　略
2　町長は、入居者を決定したと
きは、その旨を入居者として決
定した者(以下「入居決定者」と
いう。)に対し通知するものとす
る。

(入居者の選考)
第9条　町長は、入居の申
込みをした者の数が入居さ
せるべき町営住宅の戸数
を超える場合においては、
次の各号に掲げる者のう
ちからその者が住宅に困
窮する実情に応じ適切な
規模、設備又は間取りの
町営住宅に入居すること
ができるよう配慮し、入居
者を選考する。
(1)　～（6）　略
2　町長は、前項の規定に
より選考した者について住
宅に困窮する実情を調査
し、住宅に困窮する度合い
の高い者から入居者を決
定する。

3　前項の場合におい
て、住宅困窮順位の定
め難い者については、
公開抽せんにより入居
者を決定する。
4　町長は、第1項に規
定する者のうち次に掲
げるものについては、
前2項の規定にかかわ
らず、町長が指定した
町営住宅に優先的に
選考して入居させること
ができる。
(1)～（12）　略

3 入居補欠者の決定
三朝町営住宅の設置及
び管理に関する条例

第8条
請求書を受理
した日から３０
日以内

建設水
道課

町営住宅の入居補
欠者の決定は、三朝
町営住宅の設置及び
管理に関する条例第
9条の規定による。

(入居補欠者)
第10条　町長は、前条の規定に
基づいて、入居者を選考する場
合において、入居決定者のほ
かに、補欠として入居順位を定
めて必要と認める数の入居補
欠者を定めることができる。
2　町長は、入居決定者が町営
住宅に入居しないときは、前項
の入居補欠者のうちから入居
順位に従い入居者を決定しな
ければならない。この場合にお
いては、第8条第2項及び第3項
の規定を準用する。

(同居の承認)
第12条　入居者は、入居
時に同居を認められた親
族以外の者(入居後出生し
た子を除く。)を同居させよ
うとするときは、町長の承
認を得なければならない。
2　町長は、公営住宅法施
行規則(昭和26年建設省令
第19号。以下「省令」とい
う。)第10条で定めるところ
により、前項の承認をする
ことができる。

4 入居承継の承認
三朝町営住宅の設置及
び管理に関する条例

第13条
請求書を受理
した日から３０
日以内

建設水
道課

入居の承継の承認に
あたっては、公営住
宅法施行規則第11
条第1項の規定に該
当することを基準とす
る。

(入居の承継の承認)
第13条　入居者が死亡し、又は
退居した場合において、その死
亡時又は退居時に当該入居者
と同居していた者が引き続き当
該町営住宅に居住しようとする
ときは、当該入居者と同居して
いた者は、町長の承認を得なけ
ればならない。
2　町長は、省令第11条で定め
るところにより、前項の承認をす
ることができる。



5
家賃等の減免又は
徴収猶予

三朝町営住宅の設置及
び管理に関する条例

第18条
請求書を受理
した日から１５
日以内

建設水
道課

家賃等の減免又は
徴収猶予について
は、三朝町営住宅の
設置及び管理に関す
る条例施行規則第14
条から第16条までの
規定を基準とする。

(家賃等の減免又は徴収猶予)
第18条　町長は、次の各号のい
ずれかに該当する場合におい
ては、規則で定める基準により
当該家賃の減免若しくは徴収
の猶予又は敷金の徴収の猶予
をすることができる。
(1)　入居者又は同居者(以下
「入居者等」という。)の収入が
著しく低額となっているとき。
(2)　入居者等が疾病にかかっ
たとき。
(3)　入居者等が災害により著し
い損害を受けたとき。
(4)　前各号に掲げる場合のほ
か、特別の事情があるとき。

6 住宅の増築等
三朝町営住宅の設置及
び管理に関する条例

第24条
請求書を受理
した日から１５
日以内

建設水
道課

(住宅の増築等)
第24条　入居者は、町営住宅を
模様替え又は増築、敷地内の
形状変更等をしてはならない。
ただし、原状回復又は撤去が容
易である場合において町長の
承認を得たときは、この限りで
はない。
2　町長は、前項ただし書の承
認を行う場合においては、入居
者が当該住宅を明け渡す際
に、入居者の費用で原状回復
又は撤去を行うべきことを条件
とするものとする。

7
特定公共賃貸住宅
の入居者の決定

三朝町特定公共賃貸住
宅の設置及び管理に関
する条例

第7条
請求書を受理
した日から３０
日以内

建設水
道課

特定公共賃貸住宅
の入居者の決定は、
三朝町特定公共賃
貸住宅の設置及び管
理に関する条例第6
条の規定による。

(入居の申込み及び決定)
第7条　前条に規定する入居者
の資格を有する者で、賃貸住宅
に入居しようとするものは、規
則で定めるところにより、入居
の申込みをしなければならな
い。
2　町長は、前項の規定により
入居の申込みをした者の中か
ら賃貸住宅の入居者を決定し、
その旨を当該入居者として決定
した者(以下「入居決定者」とい
う。)に対し通知するものとする。

8 入居補欠者の決定
三朝町特定公共賃貸住
宅の設置及び管理に関
する条例

第9条
請求書を受理
した日から３０
日以内

建設水
道課

特定公共賃貸住宅
の入居補欠者の決
定は、三朝町特定公
共賃貸住宅の設置
及び管理に関する条
例第6条の規定によ
る。

(入居補欠者)
第9条　町長は、前条の規定に
基づいて入居者を選定する場
合において、入居決定者のほ
かに補欠として入居順位を定め
て必要と認める数の入居補欠
者を定めることができる。
2　町長は、入居決定者が賃貸
住宅に入居しないときは、前項
の入居補欠者のうちから入居
順位に従い入居者を決定しな
ければならない。



9 住宅の増築等
三朝町特定公共賃貸住
宅の設置及び管理に関
する条例

第20条
請求書を受理
した日から１５
日以内

建設水
道課

(住宅の増築等)
第20条　入居者は、賃貸住宅を
模様替え又は増築、敷地内の
形状変更等をしてはならない。
ただし、原状回復又は撤去が容
易である場合において、町長の
承認を得たときは、この限りで
ない。
2　町長は、前項ただし書の承
認を行う場合においては、入居
者が当該賃貸住宅を明け渡す
際に、入居者の費用で原状回
復又は撤去を行うべきことを条
件とするものとする。

10
家賃等の減免又は
徴収猶予

三朝町特定公共賃貸住
宅の設置及び管理に関
する条例

第13条
請求書を受理
した日から１５
日以内

建設水
道課

家賃等の減免又は
徴収猶予について
は、三朝町特定公共
賃貸住宅の設置及び
管理に関する条例施
行規則第9条第1項
の規定による。

(家賃の減免又は徴収猶予等)
第13条　町長は、特別の事情
がある場合においては、規則で
定めるところにより、当該家賃
の減免若しくは徴収猶予又は
敷金の徴収猶予をすることがで
きる。

11 道路の占用許可 道路法
第32条第1
項

請求書を受理
した日から１５
日以内

建設水
道課

道路の占用許可は、
道路法第33条の規
定に該当することを
基準とする。

（道路の占用の許可）
第三十二条 　道路に次の各号
のいずれかに掲げる工作物、
物件又は施設を設け、継続して
道路を使用しようとする場合に
おいては、道路管理者の許可
を受けなければならない。
一 ～七 　略

12
道路の占用許可の
変更

道路法
第32条第3
項

請求書を受理
した日から１５
日以内

建設水
道課

道路の占用許可の
事項の変更は、道路
法第33条の規定に該
当することを基準とす
る。

第三十二条
３ 　第一項の規定による許可を
受けた者（以下「道路占用者」と
いう。）は、前項各号に掲げる事
項を変更しようとする場合にお
いては、その変更が道路の構
造又は交通に支障を及ぼす虞
のないと認められる軽易なもの
で政令で定めるものである場合
を除く外、あらかじめ道路管理
者の許可を受けなければならな
い。

（道路の占用の許可基準）
第三十三条 　道路管理者
は、道路の占用が前条第
一項各号のいずれかに該
当するものであつて道路
の敷地外に余地がないた
めにやむを得ないものであ
り、かつ、同条第二項第二
号から第七号までに掲げ
る事項について政令で定
める基準に適合する場合
に限り、同条第一項又は
第三項の許可を与えること
ができる。

２ 　次に掲げる工作物
又は施設で前項の規
定に基づく政令で定め
る基準に適合するもの
のための道路の占用に
ついては、同項の規定
にかかわらず、前条第
一項又は第三項の許
可を与えることができ
る。
一 ～三　略



13
道路に関する工事
又は道路の維持

道路法 第24条
請求書を受理
した日から１５
日以内

建設水
道課

（道路管理者以外の者の行う工
事）
第二十四条 　道路管理者以外
の者は、第十二条、第十三条
第三項、第十七条第四項若しく
は第六項又は第十九条から第
二十二条の二までの規定によ
る場合のほか、道路に関する工
事の設計及び実施計画につい
て道路管理者の承認を受けて
道路に関する工事又は道路の
維持を行うことができる。ただ
し、道路の維持で政令で定める
軽易なものについては、道路管
理者の承認を受けることを要し
ない。

14
道路の占用料の減
免

三朝町道路占用料徴収
条例

第5条
請求書を受理
した日から１５
日以内

建設水
道課

道路の占用料の減
免は、三朝町道路占
用料徴収条例第5条
の規定に該当するこ
とを基準とする。

(占用料の減免)
第5条　町長は、道路の占用が
次の各号のいずれかに該当す
る場合は、占用料を減免するこ
とができる。
(1)～（5）　略

15 配湯の許可 三朝町温泉配湯条例 第6条
請求書を受理
した日から１５
日以内

建設水
道課

配湯の許可は、三朝
町温泉配湯条例第6
条第3項各号の規定
に該当しないことを基
準とする。

(配湯の許可)
第6条　前条の施設の代表者又
は管理者で配湯を受けようとす
る者(以下「申請者」という。)は、
規則で定める申請書を町長に
提出し、その許可を受けなけれ
ばならない。

3　町長は、次の各号のい
ずれかに該当するときは、
第1項の許可をしないこと
ができる。
　ア～ウ　略
(1)～(4)　略

16
公共下水道施設築
造工事等承認

下水道法 第16条
請求書を受理
した日から１５
日以内

建設水
道課

（公共下水道管理者以外の者
の行う工事等）
第十六条 　公共下水道管理者
以外の者は、前二条の規定に
よる場合のほか、公共下水道
管理者の承認を受けて、公共
下水道の施設に関する工事又
は公共下水道の施設の維持を
行うことができる。ただし、公共
下水道の施設の維持で政令で
定める軽微なものについては、
承認を受けることを要しない。

17
行為の制限等の許
可

下水道法
第24条第1
項

請求書を受理
した日から１５
日以内

建設水
道課

（行為の制限等）
第二十四条 　次に掲げる行為
（政令で定める軽微な行為を除
く。）をしようとする者は、条例で
定めるところにより、公共下水
道管理者の許可を受けなけれ
ばならない。許可を受けた事項
の変更（条例で定める軽微な変
更を除く。）をしようとするとき
も、同様とする。
一 ～三　略

三朝町公共下水道条例
(行為の許可)
第23条　法第24条第1項の
許可を受けようとする者
は、申請書に次の各号に
掲げる図面を添付して、町
長に提出しなければならな
い。許可を受けた事項の
変更をしようとするときも、
同様とする。

(許可を要しない軽微な
変更)
第24条　法第24条第1
項の条例で定める軽微
な変更は、公共下水道
の施設の機能を妨げ、
又はその施設を損傷す
るおそれのない物件の
同項の許可を受けて設
けた物件(地上に存す
る部分に限る。)に対す
る添加であって、同項
の許可を受けた者が当
該施設又は工作物そ
の他の物件を設ける目
的に付随して行うもの
とする。



18 使用料の減免 三朝町公共下水道条例 第22条の8
請求書を受理
した日から１５
日以内

建設水
道課

(使用料の減免)
第22条の8　町長は、公益上そ
の他特別の事情があると認め
たときは、使用料を減免するこ
とができる。


